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築
人 
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KUZUHA MALL　株式会社竹中工務店

　『KUZUHA MALL』は、京阪樟葉駅前に位置し、建築主である京
阪電鉄の『もっと誇れるくずはへ』を開発コンセプトに、2005年の１期
に続き、2014年に２期が完成し、延床面積200,000㎡を超える関西
でも屈指の商業施設となった。
　駅前広場に面するこの施設は、街のランドマークとして、人々に親し
まれている。
　道路を挟む２つの敷地に建つこの施設には、1972年にこの街の開
発と共に生まれた「旧くずはモール」の記憶を残すオープンな飲食ゾー
ンや、利用者の安全性に配慮し、幅を拡張したウェーブするテント膜屋
根を持つ「歩道橋」の計画も含まれている。
　『KUZUHA MALL』は、街の歴史・成熟と共に成長し、発展してきた。
　デザイン的には、街のスケールに合わせ、極力ヒューマンなスケール
に分節化すると共に、アースカラーを基調に、周辺と調和した外観を創
造した。ファサードには、本館では緩やかに円弧を描くガラスカーテン
ウォールや、木目調の縦ルーバーが、駅前広場を囲み、また南館ではメ
インストリート沿いに、景観条例を遵守する範囲でカラフルなテント膜を
用い、街に対し、昼夜を問わず賑わいを演出している。この駐車場部分
を隠すテント膜は、消防活動上切断が可能であり、景観にも優しく楽し
さを醸し出す、画期的なファサード表現を生み出している。
撮影：株式会社竹中工務店  第35回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
納見　聡（のうみ さとし）
1963年  兵庫県生まれ
1985年  東北大学卒業
1987年  東北大学大学院卒業
1987年～  竹中工務店大阪本店
　　　　　 現在、設計部第7部門副部長

■建物データ
建 築 主：京阪電気鉄道株式会社
総合監修：株式会社東畑建築事務所
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府枚方市楠葉花園町15-1
用　　途：商業施設
構造規模：S造  地上６階
敷地面積：62,444.97㎡
建築面積：49,844.55㎡
延床面積：204,452.53㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
六
年
春
、
東
京
銀
座
の
数
寄
屋
橋
交
差

点
に
立
つ
ソ
ニ
ー
ビ
ル
の
建
て
替
え
計
画
が
突
然

発
表
さ
れ
た
。
折
し
も
そ
れ
は
、
竣
工
か
ら
五
〇

周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
る
最
中
の
出
来

事
だ
っ
た
。
発
表
に
よ
れ
ば
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
営
業
を
終

了
し
、
ビ
ル
の
地
上
部
分
を
解
体
し
て
平
地
に
整

備
し
て
、
そ
こ
を
﹁
銀
座
ソ
ニ
ー
パ
ー
ク
﹂
と
い

う
公
共
的
な
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
活
用
す
る
。

そ
し
て
、
続
く
第
二
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
東
京
五
輪

が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
の
夏
以
降
に
新
し
い

ビ
ル
を
建
設
し
、
二
〇
二
二
年
秋
に
新
ソ
ニ
ー
ビ

ル
と
し
て
営
業
を
再
開
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

　

こ
こ
数
年
来
、
東
京
都
心
の
再
開
発
は
劇
的
に

進
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
ビ
ル
と
外
堀

通
り
を
挟
ん
で
真
向
か
い
に
あ
っ
た
銀
座
東
芝
ビ

ル
︵
設
計
・
佐
藤
功
一
、一
九
三
四
年
・
六
六
年

増
築
︶
が
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
巨
大
な
東
急
プ

ラ
ザ
に
建
て
替
わ
っ
た
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
る
。

そ
ん
な
流
れ
に
、
銀
座
の
街
角
に
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
存
在
感
を
誇
っ
て
き
た
ソ
ニ
ー
ビ
ル
も
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
う
誰
も
が
感
じ
る

の
も
、
そ
こ
に
戦
後
復
興
を
牽
引
し
た
ソ
ニ
ー
の

全
盛
期
が
写
し
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

振
り
返
れ
ば
、
こ
の
ビ
ル
が
竣
工
し
た
一
九
六

六
年
は
、
戦
後
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作

が
数
多
く
生
ま
れ
た
記
念
す
べ
き
年
と
し
て
記
憶

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
連
載
で
取
り
上
げ
た
パ
レ

ス
サ
イ
ド
ビ
ル
、
国
立
京
都
国
際
会
館
、
山
梨

文
化
会
館
の
他
に
も
、
埼
玉
会
館
︵
前
川
國
男
︶、

大
分
県
立
中
央
図
書
館
︵
磯
崎
新
︶
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
歴
史
的
な
事
実
は
、紛
れ
も
な
く
、

そ
れ
ら
の
建
物
に
、
敗
戦
か
ら
約
二
〇
年
、
戦
後

復
興
を
果
た
し
た
時
代
の
勢
い
と
人
々
の
思
い
と

努
力
が
結
実
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と

は
ソ
ニ
ー
ビ
ル
誕
生
の
経
緯
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

設
計
者
は
、
芦
原
義
信
︵
一
九
一
八
～
二
〇
〇

三
年
︶、
戦
時
下
の
一
九
四
二
年
に
東
京
大
学
を

卒
業
し
、
戦
後
ま
も
な
く
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学

院
で
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
創
始
者
で
あ
る
Ｗ
・
グ
ロ
ピ

ウ
ス
に
学
び
、
帰
国
後
は
一
九
六
四
年
東
京
五
輪

で
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
の
設
計
に
携
わ
っ
た
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
正
統
派
と
も
言
え
る
芦
原
は
、
豊
富

な
海
外
経
験
か
ら
外
部
空
間
の
構
成
を
研
究
テ
ー

マ
に
し
て
い
た
。
そ
の
芦
原
が
創
業
者
の
盛
田
昭

夫
と
共
に
手
が
け
た
の
が
ソ
ニ
ー
ビ
ル
で
あ
る
。

　

竣
工
時
に
記
さ
れ
た
文
章
︵﹃
新
建
築
﹄一
九
六

六
年
七
月
号
︶
に
よ
れ
ば
、
芦
原
は
、
設
計
に
あ

た
っ
て
、﹁
い
っ
た
い
ソ
ニ
ー
と
は
何
で
あ
る
か

に
つ
い
て
研
究
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
の
ビ

ル
に
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
﹂と
い
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、﹁
ソ
ニ
ー
製
品
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る

質
の
よ
さ
か
ら
く
る
正
確
さ
、
無
用
の
装
飾
を
配

し
た
機
能
的
な
美
し
さ
﹂
で
あ
り
、﹁
二
〇
世
紀

初
頭
か
ら
と
な
え
ら
れ
た
近
代
建
築
の
精
神
に
も

相
通
じ
る
も
の
﹂
だ
と
し
て
、﹁
広
告
塔
で
あ
る

と
か
、
ご
た
ご
た
し
た
も
の
を
一
切
よ
し
て
、
よ

ご
れ
の
な
い
白
色
の
材
料
や
金
属
そ
の
も
の
の
材

質
を
中
心
に
、
大
き
な
製
品
で
あ
る
か
の
ご
と
く

表
現
し
て
み
た
﹂
の
だ
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
ア
ル
ミ
製
の
縦
格
子
と
白
い
タ
イ

ル
壁
に
包
ま
れ
た
シ
ャ
ー
プ
な
外
観
と
、﹁
花
び

ら
式
構
造
﹂
と
名
づ
け
た
九
〇
㎝
毎
に
各
階
が
渦

巻
き
状
に
連
続
的
に
積
み
重
な
っ
て
い
く
立
体
的

な
空
間
構
成
に
よ
っ
て
、
透
明
感
あ
る
清
新
な
ビ

ル
が
誕
生
す
る
。
ま
た
、
ア
ル
ミ
製
の
縦
格
子
は

特
殊
な
断
面
形
状
を
し
て
お
り
、
昼
間
は
内
部
の

人
々
の
動
き
と
展
示
物
を
外
部
か
ら
見
え
る
よ
う

に
し
て
、
夜
間
は
内
部
の
明
か
り
が
透
過
し
て
行

燈
の
よ
う
な
効
果
を
街
に
も
た
ら
す
工
夫
も
施
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
芦
原
は
、
交
差
点
の
角
に

位
置
す
る
敷
地
の
特
性
を
活
か
し
て
、
コ
ー
ナ
ー

部
分
一
〇
坪
を
広
場
と
し
て
残
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、﹁
道
路
と
建
築
以
外
に
外
部
空
間
の
す

く
な
い
わ
が
国
の
都
心
に
、
人
間
的
な
う
る
お
い
﹂

を
与
え
、﹁
小
さ
い
が
性
能
の
よ
い
都
市
空
間
と
し

て
、
市
民
に
奉
仕
﹂
す
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
周
到
な

設
計
の
方
法
と
、
盛
田
の
求
め
た
新
製
品
を
常
に

発
信
す
る
総
合
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
・
ビ
ル
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
明
快
な
方
針
と
が
相
俟
っ
て
、
ソ
ニ
ー

ビ
ル
は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
街
角
の
建
築
と
し
て
不

動
の
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
竣
工
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
た
一
九
七
八

年
、
芦
原
は
、
主
著
と
な
る
﹃
街
並
み
の
美
学
﹄

の
あ
と
が
き
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
建
築
の
分
野
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
の
正

統
的
近
代
建
築
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
前
衛
的
な
建
築
が
誕

生
し
、
建
築
も
い
よ
い
よ
次
の
時
代
に
入
っ
た
と

い
え
よ
う
。
と
く
に
わ
が
国
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ズ

ム
の
建
築
、
マ
ニ
エ
リ
ズ
ム
の
建
築
、
ポ
ス
ト
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
、
言
語
学
や
記
号
論
の
建
築

へ
の
適
用
等
々
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
形
態
に
お

い
て
百
花
繚
乱
の
感
の
す
る
ほ
ど
多
様
化
し
、
世

界
の
建
築
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

ら
が
建
築
や
街
並
み
の
将
来
の
あ
り
か
た
の
方
向

を
決
定
づ
け
る
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。
建
築
や

街
並
み
は
最
終
的
に
そ
の
国
の
文
化
の
反
映
で

あ
っ
て
、
大
多
数
の
人
々
の
快
感
や
感
動
の
あ

る
、
よ
り
安
定
し
た
体
系
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
多
分
に
人
間
性
に
立
脚

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
間
不
在
の
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。﹂

　

こ
う
芦
原
が
記
し
て
か
ら
、
す
で
に
四
〇
年
近

く
の
年
月
が
経
過
し
た
。
果
た
し
て
、﹁
人
間
性

に
立
脚
し
た
﹂
建
築
と
街
並
み
は
実
現
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
の
唱
え
た
﹁
街
並
み
の
美

学
﹂
は
日
本
の
都
市
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ソ
ニ
ー
ビ
ル
は
、
今
も
な
お
、
現
代
の
私

た
ち
に
そ
の
こ
と
を
問
い
か
け
て
い
る
。

コーナー部分に設けられた広場

交差点から見る建物全景

ソニービル　1966年
「街並みの美学」の実践の行方

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

事務局からのお知らせ

夏期休暇のお知らせ
8月12日（金）～15日（月）は事務局、建築士登
録窓口共休ませていただきます。

平成28年度建設リサイクル法説明
会（第1回）
9/1

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）」のほか、建築物等の
解体等作業に伴うアスベスト関係法令等に関
する説明会を開催します。 　
主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設
　　　リサイクル部会
　　　（大阪府と建築主事を置く府内17市で構成）
日時　9月1日（木）　13：30～16：30
会場　大阪府庁新別館北館4階多目的ホール
　　　大阪市中央区大手前3-1-43
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　328名
内容

⑴建設リサイクル法の概要について
⑵建設業法における解体工事業の新設について
⑶労働安全衛生法、石綿障害予防規則について
⑷大気汚染防止法及び大阪府生活環境の

保全等に関する条例について
　（建築物等の解体等工事における石綿
（アスベスト）飛散防止対策）

⑸建設廃棄物の適正処理と再資源化について
⑹PCB廃棄物等の適正管理について

参加費　無料
申込期間　7月1日（金）～8月24日（水）
　　　　　（ただし、定員になり次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室  
　　　審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3092）
電子申請による申込HP

http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_
shinsa/recycle_index/index.html

夜のコンビナート照明を実地で学ぶ
堺 泉北臨海工業地帯見学会
10/1　CPD2単位（予定）

「堺泉北港臨海工業地帯」は、堺、高石、泉大
津の3市にまたがる埋め立て地で、石油・化学
系の工場が集積しています。夜には、タンクや
配管、煙突からの炎や蒸気が照明によって幻
想的 に浮かび上がります。
夜の大阪湾に広がるコンビナートの夜景は、SF
映画のワンシーンのように幻想的です。
大阪府漁業協同組合連合会のご協力により、
夜の堺泉北工業地帯の照明効果を、実際に

「海から」見学して学習します。
日にち　10月1日（土）
※台風など荒天中止の場合、翌週10月8日
（土）に順延します。

集合場所　南海本線 湊駅 改札口前
　　　　　（南海難波より約15分）
集合時間　18：00（受付開始17：40）
見学会　18：30出航～20：00（予定）
募集　20名
参加費　会員6,000円　会員外6,500円

（建築士会への振込で、受付は入金順となります）

大阪市西地域
築港の近代建築と煉瓦倉庫見学会
10/15　CPD3単位（予定）

大阪市の西の端、大阪港築港界隈。大正～昭
和初期、赤煉瓦倉庫のある築港一帯は、日本
最大の商工業都市となった大阪市の表玄関と
して、国内や大陸へ行く貨客船への貨物の揚
げ降ろしで大いに賑わいました。
1980年代半ばから、築港地区の岸壁の再開発
が進み、築港北側の天保山一帯は、倉庫群が
撤去され、海遊館やインターナショナル・マーケッ
ト・プレイスなどに生まれ変わりました。大阪市の
現役の渡し船の一つ「天保山の渡し」で此花
区・桜島から天保山に上陸して、築港に今も残る
近代建築と煉瓦倉庫群を大阪歴史博物館主
任学芸員酒井一光氏の解説と共に見学します。
日時　10月15日（土）　13：30～17：00
集合　JRゆめ咲線「桜島駅」改札口前
募集　40名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外2,000円

第12回海外研修旅行
「香港･マカオ エコエキスポ･アジア視察と澳
門世界遺産及び新界地区客家集落視察」
10/29〜11/2　CPD申請予定

香港で開催されるエコエキスポ・アジアを視察し
たのち、香港工業総会と日本建築材料協会、
建築士会の情報交換・交流を現地で開催しま
す。香港では客家集落群視察、マカオでは世界
遺産の数 を々視察します。
とき　10月29日発～11月2日 4泊5日
行先　香港2泊・マカオ2泊
参加費　16万円予定（詳細決定次第連絡）

エコノミー航空運賃・ホテル・ガイド
代・移動費等含む　二人部屋使用

定員　20名（定員になり次第締切）
※詳細は、本会ホームページをご覧ください。

です。第60回を迎えた今回、受賞者による講
演会を企画いたしました。受賞作品のお話はも
ちろん、建築に対するそれぞれの思いを語って
いただきます。また、審査委員とのトークセッショ
ンも予定しております。パネル等の展示も行い
ますので、ぜひ足をお運びください。
日時　9月9日（金）　18：30～20：45
　　　（受付18：10～）
会場　TOTOテク二カルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
出演者（予定）

大阪府知事賞：長谷川総一、柏木由人、
若林亮、矢田朝士　特別賞：小幡剛也、
須賀定邦、中西正佳　渡辺節賞：畑友洋、
竹原義二審査委員長、審査委員

定員　80名（どなたでも参加できます）
参加費　無料

住宅を設計する仲間達主催  オープン勉強会
照明計画の「いろは」〜LED照明
を中心に〜
9/14　CPD2単位（予定）

今回の勉強会は、「照明計画」、特にLEDに関す
る内容を中心に行います。照明計画を考える際
の基本的な話、LEDを使った間接照明の効果的
な使い方について、世界のトレンド情報の紹介
等、照明デザイナーの方にお話していただきます。
日時　9月14日（水）　18：30～20：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　日根伸夫・西村美由紀（照明デザイナー）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　※住宅仲間達登録者は登録料に含む
定員　35名（申込先着順）
協力　Noi Planning Studio

建築士の会 南河内
パワーポイント活用法の講習会
〜可能性をさぐる、実務のプレゼンに役立つ内容〜
9/3　CPD4単位（予定）

パワーポイント活用法の講習会を開催します。
プレゼンテーションに役立ち自信が付くようなコ
ツを学びますので、実務に役立てられます。
講師の柳川陽文本会名誉会長の工夫を凝ら
し、作成されたプレゼン（槇文彦氏の作品など）
も拝見できます。
日時　9月3日（土）　13：00～17：00
場所　LICはびきの 2階会議室
　　　（羽曳野市立生活文化情報センター）
講師　柳川陽文（本会名誉会長）
受講料　会員2,000円　会員外3,000円
定員　20名（申込先着順）
対象　パワーポイントがインストールできている

ノート型パソコンを会場に持ち込める
方。ご興味がある方は、パソコンがなくて
も参加可能です。

「（仮称）大阪新美術館」の公募型
設計競技の実施（予定）［大阪市］

「（仮称）大阪新美術館」について、平成33年
度中の開館をめざし、大阪の新たな文化芸術
拠点として国内外からも注目を集める美術館に
ふさわしい設計提案を広く求めるため、公募型
設計競技を実施します。8月上旬に設計競技の
実施要領の公告を行い、年度内に最優秀案を
選定する予定です。
■公募型設計競技（予告）
　◦計画概要
　　所在地：大阪市北区中之島4-32-14
　　敷地面積：約13,000㎡
　　延床面積：美術館 約15,000㎡

（駐車場、駐輪場の面積は含まず）
サービス施設 約500～1,000㎡

（カフェ、レストラン、ミュージアムショップ等）
　　公告時期：平成28年8月上旬（予定）
問合　大阪市都市整備局公共建築部
　　　企画設計課企画設計グループ
　　　Tel.06-6208-9348

「昭和30年代堺の映画館・芝居小
屋案内」のミニ展示4
8/1〜8/15

南明弘氏制作による、映画全盛期の堺市内で
開業していた懐かしい35の映画館の名前、所
在地、写真、周辺の地図等の展示です。
日にち　8月1日（月）～8月15日（月）
会場　堺市東区役所2階堺市社会福祉協議
　　　会区民プラザ
最寄駅　南海高野線萩原天神駅
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

平成28年度木造建築技術基本研修会
さしがね術の基本講座
8/28・9/25・10/30・11/27

木造建築在来工法の基礎となる「さしがね術
の基本」を4日間で修得いただきます。
主催　（一財）大阪住宅センター
日にち　8月28日（日）、9月25日（日）
　　　　10月30日（日）、11月27日（日）
時間　10：00～17：30（全日共）
会場　花博記念公園ハウジングガーデン
　　　センターハウス2F
　　　大阪市鶴見区焼野1丁目南2番
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　7,000円（4日間通し）
問合・申込　（一財）大阪住宅センター
　　　　　 Tel.06-6253-0252

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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リテージマネージャー”を育成することを目的に行
う講習会です。全10日間の講座で歴史、修復技
術、実測実習、保存活用などの基礎を学びます。
日程　①8月27日　②9月3日　③9月24日
　　　④10月8日　⑤10月15日　⑥11月5日
　　　⑦11月12日　⑧12月3日　⑨1月14日
　　　⑩1月28日（全10日間・土曜日）
時間　13：00～17：00（全日共）
場所　大阪府立中之島図書館別館他
募集　30名（申込先着順）
受講料　会員25,000円　会員外30,000円
※文化庁の補助を受けているため受講料が
　低額になっています。
申込　本会ホームページからWEB申込してく
　　　ださい。

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講
習会
9/16〜28.1/24

  
国土交通省は2020年までにすべての建築物
に対し新省エネ基準適合を義務付けることを決
定しました。それに先がけて、設計者に省エネ技
術の習得をしていただく講習会で、今年度が本
講習会5ヵ年計画の最終年度です。
日程　9/16・9/29・10/14・10/27・11/9・
　　　11/25・12/7・12/20・1/13・1/24
時間　9：45～16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が全額補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※修了証発行費用は別途必要。
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　 省エネ講習会　　 検索 
※詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

建築士の会 北摂
「四国バスツアー」〜四国ドック進水式
と旧金毘羅大芝居（金丸座）見学〜
8/22　CPD4単位

「建築士の会 北摂」では四国ドックの進水式と造
船所の見学会を企画しました。その道中で昭和
45年に国の重要文化財に指定された、現存する
日本最古の芝居小屋（1835）と言われている旧
金毘羅大芝居（金丸座）や高松の路地裏のオシャ
レな倉庫街「北浜alley」も見学する予定です。
日時　8月22日（月）　6：45～19：30　
集合　西梅田 大和ハウス前　6：45
定員　28名（申込先着順）
参加費　会員6,500円　会員外7,500円
　　　　（バス代、保険代、入館料を含む）

第60回大阪建築コンクール　
受賞者講演&ディスカッション
9/9　CPD2単位（予定） 

大阪建築コンクールは、建築士と社会との関わ
りを通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実
績をたたえ、建築作品の設計者を表彰するもの

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
9/27、10/13、11/22、12/16
CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひ受講下さい。
日程 9/27（火）、10/13（木）、11/22（火）、

12/16（金）
時間　9：00～17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
8/23・11/24・3/1　CPD5単位

わが国でも中古住宅の流通の取組みが活発
化しており、中古住宅売買時のインスペクション

（住宅診断）のニーズが高まっています。平成
28年5月27日に国会で可決した宅地建物取引
業法の改正では、契約手続時の重要事項説
明時に買主に対して、インスペクションの結果
の概要等を説明することが義務付けられます。
本講習では、今後需要が見込まれるインスペク
ション業務について、国土交通省のインスペク
ションガイドラインに沿って、その目的とインスペ
クション部位ごとの調査方法及び報告書の作
成方法等を具体的に説明します。修了者は建
築士会インスペクターとして登録（3年更新）さ
れ、建築士会ホームページに掲載されます。
日程　①8月23日（火）　②11月24日（木）
　　　③平成29年3月1日（水）
時間　9：50～16：20
会場　大阪府建築健保会館内
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）
※テキストには鉄筋コンクリート造・共同住宅
　が追加されました。

平成28年度大阪府ヘリテージマネー
ジャー育成講座（全10日間）
8/27〜1/28　CPD1日4単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさらな
る歴史文化遺産を発見し、既に指定されている
文化財建造物や登録文化財等の活用と保存を
推進し、まちづくりに活かす能力を持った人材“ヘ

「お詫びと訂正」
本誌7月号14～15頁のGalleryに掲載い
たしました「城東区複合施設」の設計会社
名及び施工会社名に誤記がありましたの
で､お詫び申し上げますとともに以下のと
おり訂正いたします。

「誤」
　設計：日建設計
　施工：淺沼組

「正」
　設計・監理：大阪市都市整備局公共建

築部企画設計課、日建設計
　施工（建築）：淺沼・中林特定建設工
　　　　　　　事共同企業体

※今月号10～11頁のGalleryに「城東区
　複合施設」を再掲載いたしました。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度建築士定期講習
10/26、11/17、1/16、3/21
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属す
るすべての建築士は3年以内ごとに定期講習を
受講しなければなりません。本年度は平成25年
度に本講習を受講された方や、建築士試験に合
格された方が対象となります。未受講者は懲戒処
分の対象となりますので必ず受講してください。
日程

　10/26（水）  定員100名  会場コード5C-03
　11/17（木）  定員100名  会場コード5C-53
　1/16（月）　 定員300名  会場コード5C-04
　3/21（火）   定員300名  会場コード5C-54
会場　10/26（水）、11/17（木）大阪府建築健保会館
　　　1/16（月）、3/21（火）大阪国際会議場
時間　9：25～17：00
申込必着日　10/26（水）講習：9/21（水）
　　　　　　11/17（木）講習：10/13（木）
　　　　　　1/16（月）講習：12/12（月）
　　　　　　3/21（火）講習：2/14（火）
　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
8/18・1/26　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月18日（木）　②1月26日（木）
時間　10：00～16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。耐震改
修促進法により耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断は、日本建築防災協会が実施
する登録講習を受講修了する必要があります。）
日程　①9月8日（木）　②12月8日（木）
　　　③平成29年2月9日（木）
時間　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 7/ 1 近畿建築士会協議会会長・全体会議
 7/ 6 箕面市副市長訪問
 7/ 7 吹田市長訪問
 7/ 9 建築コンクール60回記念イベント挨拶
 7/11 在阪建築 4 団体会長会議
 7/13 豊中市長訪問
 7/15 東大阪市副市長訪問
 7/20 理事会・正副会長会議

本会は大阪府指定登録機関として、二級・
木造建築士の登録・閲覧等の業務及び、
国の指定登録機関である日本建築士連合
会からの受託により一級建築士の登録・
閲覧等の業務を行っています。
7 月 15 日現在、新規登録申請された方は、
一級建築士の大阪における平成 27 年度
試験合格者 317 名に対し 314 名、二級建
築士は、試験合格者 385 名に対し 365 名、
木造建築士は、試験合格者 19 名に対し
16 名が建築士登録されました。

本年度の建築士学科試験が全国で実施さ
れ、大阪は本会が実施運営をしています
二級建築士学科試験は 7 月 3 日に近畿大
学において実施し、受験者数は全国で
20,057 名、大阪は 1,509 名で昨年より 72
名増加しました。
また、一級及び木造建築士学科試験は 7
月 24 日に大阪工業大学で実施しました。
一級は全国で約 26,100 名が受験し、大
阪は 2,092 名で昨年より 132 名増加、木

造は全国で約 495 名が受験しました。
設計製図試験は近畿大学において実施し、
二級が 9 月 11 日に「景勝地に建つ土間
スペースのある週末住宅（木造 2 階建
て）」、一級が「子ども・子育て支援セン
ター（保育所、児童館・子育て支援施設）」、
木造が「専用住宅（木造 2 階建て）」の
課題で、いずれも10月9日に実施します。

本会に所属する被災建築物の応急危険度
判定士数は、昨年度 744 名から現時点で
は 613 名と 131 名減少しております。
その理由は、府の登録データを分析する
と入退会によるものではなく、判定士登
録の有効期間 5 年が過ぎ、更新をされて
いない方が 135 名おられることが判明し
ました。有効期間が過ぎて未更新の方は、
有事の際の判定活動ができません。
更新対象者には事前に通知があります
が、住所変更等により通知書が届いてい
ないこともありますので、判定士の皆様
には、今一度、登録証を確認していただ
き、有効期限が切れている方は、早めに
更新手続きをお願いします。
詳細は、大阪府建築防災課℡ 06-6210-
9716にお問い合わせください。

本会「建築物耐震評価委員会」が登録し
ております全国耐震ネットワーク委員会
の全体会議が、7 月 26 日に東京霞が関
ビルで開催されました。
会議には委員会に登録する全国 103の耐
震判定機関等から約 200 名の関係者が出
席し、平成 26 年度の活動報告と今年度
の活動計画及び国土交通省等から熊本地
震関連の情報提供があり、伊藤審議官か
らは、インスペクションを活用した耐震
化を含む既存建築物の総合的な対策に取
り組む旨のコメントがありました。
平成 27 年度の耐震判定は全国で 5,428
棟（26 年度 8,291 棟）行われ、この内、
公立学校は 26 年度実績 3,293 棟から 836

棟と約 1/4に減少し、公立学校の耐震化
は 98%が完了したとの報告がありまし
た。今後は、ホテルや病院などの不特定
多数が利用する建築物、緊急輸送道路沿
道建築物等の民間建築物の耐震化が課題
となっています。

7 月 9 日に綿業会館において、大阪建築
コンクール 60 回記念イベントを開催し、
約 90 名の参加者が集いました。
イベントは、岡本会長の開催挨拶、堤大
阪府住宅まちづくり部長の来賓祝辞で始
まり、第一部の京都工芸繊維大学教授松
隈洋氏による基調講演では、本会初代会
長の渡辺節氏や村野藤吾氏の足跡などを
たどりながら、時代の移り変わりに伴う
受賞作品の特徴や、各時代におけるコン
クールの開催コンセプトの変遷などにつ
いて、氏の分析をご紹介いただきました。
また、第二部のパネルディスカッション
では、建築史家の倉方俊輔氏の進行によ
り、建築の各分野で活躍されている 7 名
のパネラーから、コンクールの社会に果
たす役割や今後の展開・課題などについ
て活発な議論が交わされました。

近畿の 2 府 4 県の建築士会で構成し、本
会に事務局を置く近畿建築士会協議会の
本年度第 1 回となる会長会議及び全体会
議を 7 月 1 日に開催し、下記の事項を決
定しました。
①熊本地震災害への復興支援金として、

協議会災害支援予算から熊本県建築
士会へ 60 万円を支出

②本協議会から日本建築士会連合会委員
に推薦する担当士会を下記の通り決定

◦総務・企画委員会、青年委員会：滋賀
◦法制度委員会：奈良
◦教育・事業委員会：兵庫
◦まちづくり委員会：京都
◦ CPD/専攻建築士制度委員会：和歌山
◦女性委員会：大阪（石貫理事を推薦）

動静レポート

本会所属の応急危険度判定士の内、
未更新者 135 名が判明

社会貢献委員会

全国耐震ネットワーク委員会の開催

建築物耐震評価委員会 平成 28 年度第 1 回近畿建築士会協議
会を開催

近畿建築士会協議会

大阪建築コンクール
60 回記念イベント開催

表彰委員会

会長動静

建築士新規登録の状況

運営委員会

平成 28 年度建築士学科試験を実施

運営委員会

伊藤箕面市副市長

浅利豊中市長

後藤吹田市長

立花東大阪市副市長
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「建築士の会東大阪」では、平成 28 年度
の活動報告会を開催いたしました。報告
会に先立ち、東大阪市西消防署新庁舎を
見学しました。市消防局様、設計担当

（株）JFE 設計様にご協力をいただき、
施設を運用しながらの建替工事で竣工し
た南棟をご案内・ご説明いただきました。
普段目にすることのない車庫 ･ 屋上設備
も見学させていただきました。最先端の
消防機能を持った市西地区の防災拠点と
なる建物を見学することは、消防行政へ
の理解を深め、安心安全の建築物の設計
業務の参考となりました。
また、運用しながらの工事でご苦心され
たお話しも伺うことが出来ました。
活動報告会では、建築士の会東大阪の恒
例となっています多岐にわたる分野の方
に講演をお願いしています。
今回は ｢瓦屋根建築の設計｣ について、

“住宅を設計する仲間達”では、大阪市
立住まい情報センターと共催で、一般向
けの無料セミナーと相談会を年 3 回程度
開催し、その前後 1か月、住宅事例のパ
ネルをセンター 4 階で展示しています。
今回のセミナーは 6 月 18 日（土）、会員
の津村氏が講師となって、建築家と考え
る住まいづくり「基本をおさえて楽しみ
の家づくり」～家族にあったありのまま
の住まいをつくりませんか～というテー
マで行いました。参加者は 19 名。真剣
に住まいを考えておられる様子でした。

Topics

佐村木瓦工業所の佐村木猛様より講演を
いただき、瓦屋根の魅力を再発見する機
会を得ました。日頃の疑問を解決しよう
と活発に質問が出ていました。こういっ
た実務に通じたお話しは、今後の業務に
大いに参考となることでしょう。
なお、佐村木様は日本建築士会連合会の
伝統的技能者表彰を受賞され、10月22日に
大分県で開催の全国大会で表彰されます。
活動報告会でのこの様な講演は、今後も
続けていきたいと思っております。
引き続いて平成 27 年度事業報告、平成
28 年度事業計画、新任幹事紹介を行い
ました。この報告会は、我々の活動の新
しい年度のスタートとなります。
最後は場所を移し懇親会を催しました。
講師の方々や本会岡本会長もご参加いた
だき、意見交換で大いに盛り上がったと
思います。また、初めてお会いする会員

建築士として講師が伝えた「基本」は、
住まいの入手方法の色々とそれによる契
約関係の違い、敷地と建物にまつわる
様々な条件、住まいづくりの流れと契約
書類の内容、失敗しないために確認した
いことなど。さらに実例を紹介しながら、
敷地の活かし方や、各家族の大切なこと
が住まいの設計の中で反映されている様
子を伝えました。「基本」に、間取りや
収納の寸法などを期待されていた向きも
ありましたが、専門家と打合せできるそ
れらよりも施主にとって大事なことを聞
いたと、熱心に筆記して帰られました。
セミナーに続いて、階下のパネル展示会
場に移動し、他の建築士の設計事例を見
ながらの説明の後、希望者 5 名の相談を
個別に会員がお受けしました。内容は、
予算を決める方法、持家の補修について、
現宅の増築の可能性など、様々でしたが、
専門家としての建築士に信頼を置いて下

の方とも交流することが出来ました。や
はり建築士会の魅力は、人との出会いと
繋がりです。長くて短かった有意義な半
日が終わりました。

さっていることが伝わってきました。

“住宅を設計する仲間達”は、大勢の建
築士会会員の中では住宅の設計をしてい
る人が見えない、という一般ユーザーの
声により、本会正会員のうち登録希望者
で構成しているもので、常時募集中です。
仲間達のホームページを持ち、広報だけ
でなく、一般の方の疑問や相談に対応す
ることで社会に向き合っています。
大阪市立住まい情報センターの日曜日

「大阪府建築士会による建築相談」には
毎週交代で無償出向しています。

活動報告会

西消防署正面

セミナー風景

パネル展示風景

「東大阪市西消防署新庁舎（第 1 期）見学会＆活動報告会」
開催日：平成 28 年 6 月 25 日（土）　　場所：東大阪市西消防署、クレアホール・ふせ
見学会参加：28 名　　活動報告会出席者：19 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今西圭司（地域分科会委員）

建築家と考える住まいづくりセミナー＆相談会・展示の報告
セミナー＆相談会　開催日：平成 28 年 6 月 18 日（土） 　　　　　　  会場：大阪市立住まい情報センター 5 階研修室
パネル展示　　　　期　間：平成 28 年 6 月 1 日（水）～ 30 日（木）　会場：大阪市立住まい情報センター 4 階住情報プラザ

西田多美子（社会貢献委員会 住宅仲間分科会委員）
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け
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大
東
」
へ

は
じ
め
に

　

大
東
市
は
大
阪
東
部
に
位
置
し
、
西
は
大
阪

市
、
東
は
奈
良
県
に
隣
接
す
る
総
面
積
一
八
．

二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ま
ち
で
す
。
市
域

の
三
分
の
一
を
山
間
部
が
占
め
、
五
つ
の
一
級

河
川
を
含
む
十
五
の
河
川
が
市
内
を
流
れ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
こ
れ
ら
河
川
の
氾
濫
や
集
中

豪
雨
に
よ
る
水
害
に
苦
し
め
ら
れ
、
多
く
の
市

民
が
被
災
し
ま
し
た
。
河
川
改
修
や
下
水
道
事

業
の
推
進
を
最
重
点
課
題
に
挙
げ
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
昭
和
五
〇
年
代
以
降
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
直
面

し
て
い
る
の
は
、
各
地
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る

﹁
人
口
減
少
﹂
で
す
。
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
、

近
年
大
東
市
で
は
住
宅
施
策
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
本
市
に
お
け
る
住
宅
施
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

大
東
市
は
今
年
、
市
制
六
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。昭
和
三
一
年
当
時
三
〇
、六
二
〇
人
だ
っ

た
人
口
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
急
増
し
、
そ
の

後
も
し
ば
ら
く
の
間
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
一
三
一
、〇
九
六
人
と
な
っ
た
平
成
一
〇

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
の
対
応
策
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
市
で
は
平
成
二
四
年
に
転
出
者
数

が
転
入
者
数
を
上
回
る
﹁
転
出
超
過
数
﹂
が
全

国
ワ
ー
ス
ト
一
八
位
、
大
阪
府
内
ワ
ー
ス
ト
一

位
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
二
五
年
に
市
職
員

を
対
象
と
し
た
人
口
流
入
に
向
け
た
施
策
提
案

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
住
宅

施
策
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

す
る
組
織
と
し
て
﹃
大
東
市
住
宅
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
﹄
を
平
成
二
六
年
に
立
ち
上
げ
、
大

き
く
二
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
動
き
出
し
ま
し

た
。
一
つ
目
が
人
口
流
入
、
定
住
の
促
進
と
な

る
施
策
の
検
討
、
二
つ
目
が
平
成
二
四
年
度
よ

り
検
討
を
行
っ
て
い
る
府
営
住
宅
の
移
管
の
検

討
な
ど
、
公
営
住
宅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
施
策
の
検
討
、
作
成
、
推
進
で
す
。
一
つ
目

の
人
口
流
入
、
定
住
の
促
進
と
な
る
施
策
の
第

一
弾
と
し
て
焦
点
を
当
て
た
の
が
、﹃
三
世
代

家
族
推
進
事
業
﹄
で
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
制
度
を

　

従
来
、
家
族
を
形
成
し
中
間
層
に
な
っ
て
か

ら
家
を
購
入
す
る
、
と
い
う
の
が
社
会
形
成
上

の
基
本
的
な
考
え
方
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

非
婚
化
等
に
よ
り
家
族
を
つ
く
る
人
が
少
な
く

な
り
、
ま
た
出
生
率
の
低
下
等
に
よ
り
子
供
の

い
る
世
帯
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
持

ち
家
に
関
す
る
意
識
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
当
制
度
の
検
討
を

し
て
い
た
当
時
の
本
市
に
お
け
る
持
家
率
は
五
九
．

一
％
と
、
大
阪
府
全
域
の
五
四
．九
％
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
持
家
取
得

に
対
す
る
支
援
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
に
大
東
市
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
転
入
者
お
よ
び
転
出
者
の
年
代

は
、
と
も
に
二
〇
代
、
三
〇
代
が
約
半
数
を
占

め
て
お
り
、
こ
の
結
果
か
ら
二
〇
代
、
三
〇
代

の
定
住
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
転
入
の
理
由
と
し
て
は

﹁
仕
事
の
都
合
﹂、﹁
住
宅
の
都
合
﹂
に
次
い
で
、

﹁
親
や
子
供
と
の
同
居
・
近
居
の
た
め
﹂、﹁
結

婚
の
た
め
﹂、﹁
交
通
利
便
性
﹂
の
割
合
が
多
く
、

﹁
近
居
支
援
﹂
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
裏
付

け
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
現
在
同
居
、
近
居
を
し
て
い
る

割
合
が
六
〇
％
を
上
回
り
、
そ
の
う
ち
も
と
も

と
同
居
・
近
居
を
し
て
い
た
世
帯
が
約
半
数
、

同
居
・
近
居
の
た
め
に
子
育
て
世
帯
が
引
越
し

た
割
合
が
約
四
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。同
居
・

近
居
を
し
た
理
由
と
し
て
は
﹁
緊
急
の
と
き
な

ど
、
す
ぐ
か
け
つ
け
ら
れ
る
か
ら
﹂
や
﹁
子
育

て
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
た
め
﹂、﹁
近
く
に
い
る

と
安
心
感
が
あ
る
﹂
の
三
項
目
で
六
〇
％
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
親
世
帯
と
子
育
て
世

帯
が
三
世
代
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
相
談

で
き
る
人
の
い
る
環
境
で
子
供
を
安
心
し
て
育

て
ら
れ
、
家
族
が
傍
で
見
守
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
で
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
そ
ん

な
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
住
環
境
の
構
築
に
繋
が
っ

て
い
く
と
の
思
い
の
も
と
、
同
居
や
近
居
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
の
設
計
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

定
住
に
繋
げ
る
た
め
に
は

　

具
体
的
な
補
助
対
象
者
や
補
助
の
条
件
、
補

助
の
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
を
進
め
る
中
で
、

他
市
の
補
助
制
度
の
研
究
も
行
い
ま
し
た
。
登

記
費
用
を
助
成
す
る
制
度
や
、
地
域
内
の
店
舗

で
利
用
で
き
る
商
品
券
を
交
付
す
る
制
度
な

ど
、自
治
体
に
よ
っ
て
補
助
の
内
容
も
様
々
で
、

同
じ
三
世
代
家
族
を
対
象
と
し
て
い
る
制
度
で

あ
っ
て
も
、
子
育
て
世
帯
の
子
供
の
条
件
が
、

小
学
校
入
学
前
で
あ
る
も
の
や
中
学
生
以
下
の

も
の
な
ど
、
対
象
者
の
範
囲
も
異
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
市

内
共
通
の
商
品
券
は
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
た

め
有
効
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
小
学
校
入
学

前
の
子
供
が
い
る
世
帯
と
い
う
の
は
対
象
者
を

限
定
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
そ
の
有

効
性
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
制
度
概
要
案
の

作
成
を
行
い
、
修
正
を
重
ね
た
末
、
平
成
二
七

年
に
﹃
大
東
市
三
世
代
家
族
推
進
事
業
﹄
を
確

立
し
ま
し
た
。

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
四
回  

大
東
市
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た
子
育
て
支
援
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
低
未
利
用
地
を
活
用
し
た
生
活
利
便
施
設

等
の
導
入
と
い
っ
た
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
、
若
年
や
新
婚
、
子
育
て
世
帯
の
入
居
促

進
に
向
け
た
募
集
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

い
、
人
口
流
入
や
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
本
市
か
ら
も
親
世
帯

か
ら
も
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
子
育
て
世
帯
な
ど
若
い
世

帯
を
ど
の
よ
う
に
し
て
大
東

の
地
域
社
会
と
結
び
付

け
て
い
く
の
か
、
そ
の

課
題
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、﹁
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
・

大
東
﹂
の
実
現
に
向
け

た
さ
ら
な
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
も
併
せ
て

行
う
こ
と
で
耐
震
診
断
や
改
修
に
つ
い
て
も
市

民
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

三
世
代
家
族
推
進
事
業
に
関
す
る
相
談
を
耐
震

改
修
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
耐
震
性
の
向
上
に
も
繋
げ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

三
世
代
家
族
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
お

よ
そ
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
相
談
件
数
は
前
述
し

た
よ
う
に
八
八
件
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
し
た
が
、
活
用
さ
れ
た
の
は
ま
だ

一
七
件
で
、
こ
れ
か
ら
一
層
活
用
の
幅
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
異
な
る
世

代
が
一
緒
に
暮
ら
そ
う
と
す
れ
ば
、
考
え
方
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
違
い
に
よ
り
戸
惑

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
互
い

が
す
ぐ
に
会
え
る
、
か
け
つ
け
ら
れ
る
距
離
で
暮

ら
す
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
や
将
来
へ
の
悩
み
を

相
談
で
き
る
環
境
の
増
進
に
繋
が
り
、
緊
急
時
や

災
害
時
に
は
何
よ
り
も
心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
子
育
て
世
帯
の
転
出
が
進
ん
で
お

り
、将
来
を
担
う
世
代
の
流
出
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
力
低
下
や
地
域
経
済
の
停
滞
に
も
直
結
し

ま
す
。
三
世
代
家
族
の
推
進
に
よ
り
子
育
て
世

帯
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
繋
が
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
市
に
活
力
を
与
え
る
一
助
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

三
世
代
家
族
推
進
事
業
は
、
住
宅
施
策
の
第

一
弾
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
先
に
少
し
触
れ
ま
し
た

が
、
本
市
で
は
平
成
二
四
年
度
よ
り
、
政
令
市

を
除
い
て
は
大
阪
府
内
初
と
な
る
府
営
住
宅
の

移
管
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
移
管

が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
室
を
活
用
し

制
度
の
概
要

　

一
年
以
上
大
東
市
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

か
つ
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
子
育
て
世

帯
が
、
大
東
市
内
に
三
年
以
上
在
住
し
て
い

る
親
世
帯
と
同
居
・
隣
居
︵
住
宅
間
の
距
離

が
五
〇
ｍ
以
内
︶・
近
居
︵
住
宅
間
の
距
離
が

二
〇
〇
ｍ
以
内
︶
を
す
る
場
合
に
、
諸
条
件
を

満
た
せ
ば
引
越
し
代
相
当
分
お
よ
び
住
宅
取
得

ま
た
は
持
ち
家
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
補

助
の
金
額
は
引
越
し
相
当
分
を
基
本
額
と
し
、

親
世
帯
と
子
育
て
世
帯
の
住
宅
間
の
距
離
と
子

育
て
世
帯
の
住
宅
の
床
面
積
に
よ
る
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
該
当
す
る
額
を
加
算
し
ま
す
。

　

当
初
、
市
域
境
界
付
近
で
あ
れ
ば
近
隣
市
に

親
世
帯
が
住
む
場
合
で
も
対
象
と
し
て
は
ど
う

か
、
あ
る
い
は
市
内
全
域
を
近
居
と
み
な
し
て

は
ど
う
か
、
と
い
う
案

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
何
か
あ
っ
た
と
き
に

す
ぐ
か
け
つ
け
ら
れ
る

こ
と
を
重
要
視
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
限
り
な
く

同
居
に
近
い
、
い
わ
ば

ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距

離
と
す
る
こ
と
が
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
結

論
に
至
り
、
徒
歩
三
～

四
分
程
度
で
あ
る
二
〇

〇
ｍ
以
内
を
距
離
要
件

と
し
て
設
け
ま
し
た
。

現
在
の
取
組
み
状
況

　

平
成
二
七
年
七
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
を
ス

タ
ー
ト
し
、
平
成
二
八
年
五
月
三
一
日
時
点
で

簡
単
な
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
含
め
る
と
八
八

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
申

請
が
一
七
件
、
継
続
検
討
が
五
件
、
非
該
当
が

六
六
件
と
い
う
内
訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
東

市
内
の
転
居
で
あ
る
た
め
に
非
該
当
と
な
っ
た

案
件
や
、
親
世
帯
と
子
育
て
世
帯
の
住
宅
間
の

距
離
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
案
件
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

親
世
帯
に
は
住
宅
の
要
件
も
あ
り
、
昭
和

五
六
年
六
月
一
日
以
降
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
で

あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
昭
和
五
六
年
五
月
三
一

日
以
前
の
住
宅
の
う
ち
、
耐
震
診
断
に
よ
り
耐

震
性
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
住
宅
ま
た

は
耐
震
改
修
に
よ
り
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
非
該
当
と

な
っ
た
中
に
は
こ
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と

が
理
由
と
な
っ
た
案
件
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
は
耐
震
改
修
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
耐
震
改
修
へ

繋
が
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

耐
震
診
断
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
設

計
・
改
修
の
補
助
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
大
規
模
な
地
震
が
全
国
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
昭
和
五
六
年
以
前
の

建
築
物
を
対
象
に
平
成
二
〇
年
八
月
一
日

よ
り
耐
震
診
断
費
用
の
補
助
制
度
、
平
成

二
二
年
一
〇
月
よ
り
耐
震
改
修
補
助
制
度

を
施
行
し
ま
し
た
。
平
成
二
六
年
一
二
月
に

は
耐
震
改
修
の
補
助
額
を
増
額
し
、
ま
た
耐

震
設
計
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
を

補
助
対
象
と
す
る
な
ど
制
度
を
拡
充
し
て

お
り
ま
す
。
耐
震
化
率
の
向
上
に
向
け
て
今

年
度
も
引
き
続
き
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大東市

森
本
　
早
紀

　
大
東
市
街
づ
く
り
部
都
市
政
策
課

一
九
九
〇
年	

寝
屋
川
市
生
ま
れ

二
〇
一
三
年	

大
阪
市
立
大
学
工
学
部
卒

二
〇
一
五
年	

大
東
市
へ
入
庁

隣居

50ｍまで 100ｍまで 150ｍまで 200ｍまで

　　　親世帯と子育て世帯の直線距離

１０万円 １０万円 １０万円 １０万円 １０万円

125㎡以上 +40万円 +30万円 +20万円 +10万円 －

95～124㎡ +30万円 +25万円 +15万円 +5万円 －

50～94㎡ +20万円 +15万円 +10万円 － －

床
面
積

加算額

近居

基本額

同居
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Gallery 建築作品紹介 設計・監理：大阪市都市整備局公共建築部企画設計課、日建設計
施工（建築）： 淺沼・中林特定建設工事共同企業体

所 在 地：大阪市城東区
用　　途：区役所、区民センター
　　　　　（区民ホール）、図書館、
　　　　　老人福祉センター
竣　　工：2016.03
構造規模：SRC・RC・S 造

本施設は区役所、保健福祉センター、区民センター、図
書館、老人福祉センターから構成される。区役所に見え
ない親しみやすさ、800 人のホールがあるように見えな
い外観など、「らしくない」建築をめざした。縦動線は
隣接する蒲生公園に面した建物中央に集約。さらに公園
からも各階にアクセス可能な屋外階段、テラスを設け、
お年寄りから小さな子供の偶発的な出会いと交流の場と
するとともに目的以外の施設利用を促す計画とした。デ
ザインテーマは「環境の見える化」と城東らしさ。「音
楽のまち」をテーマとする区の施設らしく音符や鍵盤を
デザインモチーフに、区の花「モクレン」「コスモス」
のイメージを色彩計画にとりいれた。

　　　　　地下 1 階、地上 4 階
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
写　　真：エスエス大阪
　　　　　近代建築社
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Gallery 建築作品紹介 城東区複合施設
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Gallery 建築作品紹介 奈佐原寮 設計：二井清治建築研究所
施工：安部工務店

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　奈佐原寮
所 在 地：大阪府高槻市
用　　途：児童福祉施設等
竣　　工：2016.03
構造規模：木造  2 階建
敷地面積：2,919.19㎡
建築面積：765.00㎡
延床面積：1,120.45㎡
写　　真：松村芳治

老朽化による建替えと新しい基準にあった建物を整備するため、近隣に
敷地を求め 3 棟からなる木造 2 階建ての児童養護施設を計画した。地形
を活かして敷地上段に事務棟、男子棟、一段低い場所に女子棟を配置。
正門を入った位置に子どもたちが集まる交流ホールを設けた。女子棟は
道路から直接入るアプローチをとり独立性を高めている。外観は周辺に
調和する落ち着いた佇まいとし、前面道路や敷地内通路沿いに四季の花
木を植え、豊かな周辺環境との一体化を図った。
児童棟は 2 軒の家をスタッフルームで連結するプランとした。6 ～ 8 人の
子どもが南向きの居間を中心とした家庭的な住まいで生活を送る。
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Gallery 建築作品紹介 認定こども園 せんりひじり幼稚園・ひじりにじいろ保育園 遊戯棟 設計：アバクス・アーキテクツ
施工：眞正工業

昨年度、建築人賞佳作をいただいた園の引続きの工事である。
今回も耐震化に伴う遊戯室と体育館の建替である。
木の香りに包まれた空間で子供達が毎日を過ごせるよう建物は木造とし
ている。大きな空間を要求される二つの施設を出来るだけ小さく見せる
ためにそれぞれを平屋とし、限られた敷地を有効利用するために斜面地
に体育館を配置した。遊戯室で使われている梁は住宅で用いる小さなサ
イズの部材を組み合わせて大空間を造りだしている。
小さな力が集まって協力し合い、大きな空間を生み出していることを感
じてもらえる日が来れば嬉しい。　　　　　　　　　　　　（栄　隆志）

所 在 地：大阪府豊中市
用　　途：認定こども園
竣　　工：2016.02
構造規模：木造 地上2階
敷地面積：6,036.58㎡
建築面積：665.88㎡
延床面積：631.84㎡
写　　真：笹倉洋平
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2016

第 9 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 9 回 対象作品
「建築人」2016 年１月号から 2016 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2017 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
41
回

東南海地震へ向けて熊本地震から学ぶ　
～建物・宅地被害を乗り越えるために被災者に寄り添った建築家の支援～

宮定　章
2000 年大阪大学大学院（建築工学）在学中から、まち・コミにて活動を開始。都市基盤整備公団勤務（2003 年から 2004 年）経て、2012 年に
神戸大学で学位（工学博士）を取得。東日本大震災の被災地に常駐して 5 年。災害後の集落再生の難しさの教訓を得て、今年 4 月より、東南
海トラフ地震へ事前に備える事前復興に取り組もうと関西へ。熊本地震が起こり、事前復興に取り組む住民や専門家と共に当事者同士の交流
や、専門家による支援をコーディネートの真っ最中。m-comi@bj.wakwak.com

4 月 14 日夜、熊本県熊本地方を震央とする M6.5 の地震（前震）が発生し、その 28 時間後の 4 月 16 日深夜には、
M7.3 の地震（本震）が発生しました。地震直後から被災地に入り、いまも活動を続けておられる「まち・
コミュニケーション」の宮定章さんにお忙しい中、被災地支援についてご報告をいただきました。宮定さ
んは 2013 年 9 月の本コーナー「三陸の被災地で見守る暮らしの再建」に引き続き 2 度目の登場です。

積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
建
築
家
・
弁
護

士
等
の
専
門
家
と
、
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
今
後
の
生
活
再
建
の
相
談
に
の
っ
て

い
ま
す
。

　

第
一
次
訪
問
時
︵
四
月
二
一
日
現
在
︵
五
月

四
日
再
訪
時
も
︶︶、
嘉
島
町
で
は
、
応
急
危
険

度
判
定
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
事
者
は
、
家
が

安
全
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
、
昼
間
は
家
に
い
る

も
の
の
、
夜
は
不
安
で
眠
れ
ず
車
中
泊
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
が
つ
ぶ

れ
た
被
災
者
は
、
避
難
所
に
い
る
が
、
住
宅
が

残
っ
て
い
る
方
は
、
避
難
所
か
ら
出
て
、
自
宅

に
戻
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

２
．専
門
家
と
共
に
、熊
本
地
震
の
被
災

地
を
再
訪

　

そ
こ
で
、第
二
次
訪
問
︵
五
月
一
日
～
六
日
︶

は
＂
住
宅
補
修
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＂
と
し
て

呼
び
か
け
、
建
築
士
、
弁
護
士
、
中
小
企
業
診

断
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
技
術
士
、
神
戸
の
被

災
経
験
者
、
復
興
住
宅
政
策
の
研
究
者
等
の
先

生
方
が
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、一
六
名
と
共
に
、

被
災
地
を
訪
問
し
、
被
害
建
物
の
現
状
把
握
を

し
、
補
修
の
可
否
、
今
後
の
生
活
・
事
業
再
建

等
に
つ
い
て
、希
望
者
の
相
談
に
の
り
ま
し
た
。

３
．地
元
自
治
体
と
協
力
し
、罹
災
証
明

発
行
と
相
談
会
の
同
時
開
催
支
援

　

被
災
各
自
治
体
は
、
応
急
危
険
度
判
定
調
査

に
続
き
、
罹
災
証
明
を
発
行
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
。
前
回
同
行
し
た
専
門
家
か
ら
、
南

阿
蘇
村
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
と
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
家
︵
建
築
士
、
技
術

士
、
中
小
企
業
診
断
士
等
︶
に
お
願
い
し
て
、

南
阿
蘇
村
の
相
談
会
へ
専
門
家
派
遣
支
援
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、

自
治
体
職
員
は
罹
災
証
明
を
ス
ム
ー
ズ
に
発
行

し
、
判
定
に
疑
問
の
あ
る
被
災
者
は
、
罹
災
証

明
発
行
窓
口
の
隣
に
控
え
て
い
る
各
種
専
門
家

へ
相
談
し
、
で
き
る
限
り
の
疑
問
を
解
消
し
ま

し
た
。
専
門
家
は
、
罹
災
証
明
の
疑
問
へ
の
回

答
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
今
後
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
情
報
収
集
を
し
た
ら
良
い
か
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
行
い
ま
し
た
。

４
．支
援
や
情
報
か
ら
漏
れ
る
被
災
者

に
寄
り
添
っ
て

　

相
談
所
を
設
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
し
か

し
、
相
談
所
へ
行
か
ず
、
集
落
や
避
難
先
に
取

り
残
さ
れ
る
被
災
者
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
被
災
地
支
援
経
験
か
ら
、
支
援
者
が
で
き

る
限
り
被
災
者
の
元
へ
出
向
き
︵
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
︶、
住
民
が
専
門
家
に
接
す
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
三
回
目
以
降
は
、
ア
ク
セ
ス
が
悪

く
、
情
報
か
ら
漏
れ
そ
う
な
集
落
へ
向
か
い
、

各
種
情
報
を
持
っ
て
専
門
家
と
共
に
巡
回
し
、

一
人
ひ
と
り
に
会
っ
て
、
日
々
変
化
す
る
被
災

者
の
状
況
に
応
じ
て
、
相
談
に
の
り
、
復
興
支

援
策
の
最
新
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。

５
．建
物
被
害
に
加
え
、地
盤
被
害
の
解

決
の
難
し
さ

　

阿
蘇
の
外
輪
山
の
周
辺
で
は
、
急
傾
斜
地
も

多
く
、
住
宅
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
地
盤
の
被

害
が
目
立
ち
ま
す
。
被
害
を
受
け
た
擁
壁
が
、

梅
雨
や
台
風
の
雨
に
対
し
て
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
応
急
処
理
を
土
木
の
専
門
家
と
所
有
者
と

共
に
行
い
ま
し
た
。

　

ご
近
所
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。一
軒
の
解
決
だ
け
で
は
、効
果
が
無
い
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
地
盤
に
被
害
を
受
け
て
い

る
集
落
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
隣
地
と
の
被

害
へ
の
復
旧
工
事
の
た
め
の
調
整
は
、
金
銭
的

な
交
渉
も
含
ん
で
お
り
、
当
事
者
同
士
で
は
難

し
い
。
し
か
し
、
民
間
と
民
間
の
権
利
の
問
題

１
．熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
想
い

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
八
割
全
焼
と
い
う
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
、
神
戸
市
長
田
区
御
蔵
地

区
。
こ
の
町
の
復
興
支
援
を
目
的
に
ま
ち
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以

後
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県

石
巻
市
雄
勝
町
に
も
活
動
の
場
を
拡
げ
、
二
〇

年
間
被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

神
戸
の
活
動
で
は
、﹁
震
災
後
地
域
か
ら
人

を
離
し
て
は
い
け
な
い
。
戻
り
た
い
人
は
で
き

る
だ
け
自
分
の
土
地
に
住
み
続
け
る
べ
き
﹂
と

い
う
教
訓
が
残
り
ま
し
た
。
被
災
後
、
転
出
先

で
の
生
活
が
長
く
な
る
と
、
元
い
た
地
域
に

戻
っ
て
く
る
人
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
神
戸
は

他
の
地
域
か
ら
の
転
入
者
が
あ
り
、
人
口
は
回

復
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

は
、減
少
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
す
る
と
、

同
時
に
様
々
な
問
題
︵
消
防
団
員
の
減
少
、
雇

用
環
境
悪
化
に
よ
る
若
年
層
の
転
出
、
教
育
環

境
に
よ
る
子
育
て
世
代
︵
同
時
に
子
ど
も
︶
の

転
出
、
店
舗
の
減
少
に
よ
る
買
い
物
弱
者
の
発

生
等
︶が
起
こ
り
ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少
は
、

居
住
し
て
い
る
者
に
は
住
み
に
く
く
、
新
し
く

移
住
す
る
者
に
は
、
環
境
が
悪
く
、
地
域
へ
入

り
に
く
い
要
因
に
な
り
ま
す
。
災
害
後
、
地
方

自
治
体
と
住
民
が
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
む

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す

地
域
の
存
続
が
厳
し
く
な
り
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
は
困
難
に
な
る
の
で
す
。

　

熊
本
地
震
後
の
集
落
の
現
状
を
見
、
私
た
ち

に
で
き
る
支
援
を
し
た
い
と
、
四
月
一
九
日
～

二
二
日
ま
で
、
筆
者
が
、
第
一
次
訪
問
団
と
し

て
、南
阿
蘇
村
、益
城
町
、熊
本
市
、嘉
島
町
︵
注

１
︶
を
回
り
、＂
被
害
状
況
の
把
握
＂＂
救
援
物

資
の
配
布
＂＂
現
在
の
生
活
状
況
の
把
握
＂
等

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
被
災
者
の
想
い

に
寄
り
添
う
活
動
で
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
蓄
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建築家のアウトリーチ型住宅相談（熊本市東区 2016 年 5 月2 日）

な
の
で
、
公
的
支
援
は
難
し
い
状
況
で
す
。

６
．熊
本
の
被
災
現
場
で
確
信
し
た
三

つ
の
こ
と

①
支
援
活
動
は
、
地
域
住
民
と
の
信
頼
感
が
第

一
で
あ
る
こ
と

　

住
宅
補
修
・
再
建
支
援
を
す
る
に
は
、
ま
ず

被
災
者
の
資
金
計
画
等
を
正
確
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
触
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
信
頼
関
係
の

構
築
が
必
要
で
、
専
門
家
で
も
、
す
ぐ
に
相
談

に
の
る
こ
と
は
難
し
い
。
災
害
前
の
信
頼
関
係

が
、
前
例
に
無
い
災
害
時
の
事
象
に
お
い
て
、

初
動
期
の
対
応
の
迅
速
さ
に
影
響
し
ま
す
。
専

門
家
と
日
頃
の
取
り
組
み
で
連
携
し
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
会
長
が
﹁
建
築
の
専
門
家

の
地
域
へ
の
関
与
が
弱
す
ぎ
る
。
不
安
で
相
談

し
た
い
の
に
、地
域
の
中
に
建
築
家
が
い
な
い
。

結
局
、
住
宅
会
社
の
営
業
に
負
け
て
し
ま
う
。﹂

と
言
っ
て
い
る
の
を
聴
き
ま
し
た
。

②
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
被
災
者
の
安
心

に
繋
が
る
こ
と

　
﹁
応
急
危
険
度
判
定
﹂
の
意
味
や
、
そ
の
後

の
﹁
住
家
被
害
認
定
調
査
﹂
と
の
違
い
等
が
わ

か
ら
ず
、＂
危
険
︵
赤
紙
︶＂
が
、
解
体
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
間
違
っ
て
解
釈
し
て
し
ま
い

補
修
が
で
き
な
い
と
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
訪
問
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
調
査
の

意
味
を
説
明
し
、
ど
の
よ
う
な
補
修
が
考
え
ら

れ
る
か
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
専

門
家
と
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り

会
っ
て
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
場

に
何
度
も
出
く
わ
し
ま
し
た
。
作
り
手
も
、
専

門
家
も
、
家
の
耐
震
の
技
術
の
基
本
を
学
び
、

共
有
し
な
く
て
は
災
害
時
の
生
活
・
住
宅
再
建

に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

③
生
活
再
建
の
課
題
は
多
様
で
あ
る
た
め
多
角

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　

今
回
、
弁
護
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
技
術
士
、
神
戸
の
被
災
経
験
者
や

復
興
住
宅
政
策
研
究
者
等
、
多
様
な
専
門
家
に

よ
る
チ
ー
ム
を
形
成
し
ま
し
た
。
被
災
者
ひ
と

り
一
人
の
相
談
へ
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
相
談

対
応
に
よ
り
、
一
つ
の
専
門
領
域
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
解
決
で
き
る
こ
と
や
、
過

去
の
被
災
経
験
者
か
ら
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
や
る
べ
き
こ
と
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

災
者
が
、
情
報
の
必
要
性
や
人
と
人
の
繋
が
り

の
大
切
さ
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
効

果
的
な
支
援
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
７
．最
後
に　

今
の
被
災
地
で
の
対
応

は
、未
来
の
自
分
達
へ
の
対
応

～
専
門
家
︵
建
築
士
︶
と
の
連
携
で
次
の
災
害

に
備
え
る
～

　

当
団
体
は
、
被
災
地
で
、
多
く
の
住
民
の
声

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
今
か
ら

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
﹁
無
念
さ
﹂
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。﹁
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
﹂
と
い
う
答
え
の
一
つ
が
﹁
事
前
復
興
﹂。

被
災
す
る
前
か
ら
、
災
害
を
受
け
て
も
家
族
の

継
続
・
事
業
の
継
続
を
行
え
る
視
点
を
持
っ
て

計
画
を
立
て
、必
要
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
へ
の
防
災
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

て
お
く
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
情
報
発
信
も
始
め
ま
し
た
︵
注
２
︶。

　

熊
本
地
震
の
被
災
地
で
も
、
ま
ち
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
と
い
う
財
産
を
大
切
に

し
、
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
支

援
を
す
る
﹁
伴
走
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
﹂
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
専
門
家
の
応
援
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南阿蘇村生活・住宅再建相談会（2016 年 5 月 20 日）南阿蘇村生活・住宅再建相談会の建築士・弁護士等（2016 年 5 月 20 日）

【注】
１．MBS報道局【災害を知る#70 集落の被害】（https://goo.gl/ivwIeA）に、当団体の

地域への入り方とそこでの対応が取材されている。
２． 被災地のつぶやき https://www.facebook.com/hisaichitsubuyaki117311/

【参考】
◦ 三陸の被災地で見守る暮らしの再建  阪神・淡路大震災 復興まちづくり支援 18年

の経験を生かして （大阪府建築士会 建築人 2013年9月号）
◦ 住民とボランティアの協働よるまちづくり主体の復興・減災活動
　（大阪ガス 季刊誌CEL 2010年1月） http://goo.gl/30wzw6
◦ 宮定章・塩崎賢明：復興土地区画整理事業における権利関係・建物用途に着目した

再建動向に関する研究－神戸市御菅西地区におけるケーススタディ－
　（日本建築学会 計画系論文集 2012年3月）
◦ 熊本地震活動報告 被災者に寄り添った生活支援を （季刊まち・コミ 2016年夏号） 土木・建築専門家とボランティアの擁壁の応急処置（2016 年 5 月 30 日）
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建
築
相
談
室
か
ら 

五

建
築
士
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

文　

橋
本
頼
幸

　

今
月
は﹁
建
築
士
を＂
正
し
く
＂使
う
﹂と
い
う
観

点
か
ら
の
相
談
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

［
行
政
か
ら
の
相
談
］

　

泉
佐
野
市
の
市
民
課
か
ら
、建
築
相
談
室
に﹁
市

民
で
木
造
建
物
の
現
地
相
談
を
お
願
い
し
た
い
人
が

い
る
が
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
。築
五
年
程
度
で
様
々

な
不
具
合
が
発
生
し
て
い
る
ら
し
い
。﹂と
い
う
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
お
引
き
受
け
で
き
ま
す
。

建
築
相
談
室
へ
の
電
話
は
一
般
の
消
費
者
が
圧
倒
的

に
多
い
の
で
す
が
、行
政
や
公
的
な
窓
口
か
ら
の
直

接
の
電
話
や
紹
介
は
、建
築
士
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
思
う
と
同
時
に
、そ
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
に
活
動
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。

［
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
の
紹
介
］

　
﹁
外
壁
塗
装
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、見
積
と
内
容
が

違
っ
て
お
り
、知
り
合
い
に
詐
欺
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
た
。住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル︵
住
宅
紛
争
処
理
支
援
セ

ン
タ
ー
︶に
電
話
を
し
た
ら
弁
護
士
に
相
談
す
る
前

に
建
築
士
会
の
相
談
窓
口
に
電
話
し
た
方
が
良
い
、

と
い
わ
れ
た
﹂と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
方
は

自
身
で
残
っ
た
塗
料
缶
か
ら
名
前
を
調
べ
て
い
る
と
の

こ
と
。相
談
記
録
に
は
、﹁
塗
装
が
終
わ
っ
て
い
る
外
壁

が
見
積
通
り
の
材
料
か
ど
う
か
を
目
視
で
判
断
す
る

の
は
難
し
い
。契
約
不
履
行
の
話
に
な
る
の
で
弁
護

士
さ
ん
に
相
談
し
て
は
ど
う
か
。﹂と
い
う
こ
と
で
、民

間
総
合
調
停
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
下
さ
い
と
回
答

し
た
旨
の
記
載
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
相
談
内
容
の
、外
壁
塗
装
の
見
積
と
現

場
の
同
定
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、民
間
総
合

調
停
セ
ン
タ
ー
に
振
っ
て
も
、結
局
建
築
士
が
確
認
し

な
い
と
話
が
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、建
築
相
談

室
で﹁
現
地
相
談
﹂と
し
て
受
け
て
、弁
護
士
さ
ん
な

ど
と
協
調
し
て
解
決
に
向
か
う
方
法
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

［
建
設
業
者
か
ら
の
下
請
け
設
計
事
務
所
の
対
応
］

　

よ
く
あ
る
建
築
取
引
の
形
態
と
し
て
施
主
が
建
設

業
者
に
設
計
も
含
め
た
依
頼
を
す
る
、と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。そ
の
場
合
、建
設
業
者
は
設
計
事
務
所
に
設

計
や
必
要
な
手
続
き
の
依
頼
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。相
談
者
は
、そ
の
依
頼
を
受
け
る
予
定
の
設
計
事

務
所
か
ら
で
、元
請
の
建
設
業
者
は
建
築
士
事
務
所
の

登
録
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。﹁
建
築
士
法
で
は
、設
計

契
約
は
施
主
と
設
計
事
務
所
が
直
接
行
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
が
、建
設
業
者
が
手
続
き
に
手
間
が
か
か

る
と
言
っ
て
い
る
が
、建
設
業
者
か
ら
設
計
事
務
所
が
一

括
で
依
頼
を
受
け
る
こ
と
は
建
築
士
法
上
問
題
な
い
の

か
？
﹂と
い
う
相
談
で
し
た
。電
話
を
受
け
た
担
当
者

が
大
阪
建
築
登
録
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ﹁
建

築
士
法
で
は
建
設
業
者
と
の
契
約
は
一
括
下
請
け
と

し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、施
主
と
設
計
契
約
を
す

る
必
要
が
あ
る
﹂と
の
回
答
を
得
た
と
の
こ
と
で
す
。

［
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
劣
化
状
況
の
調
査
と
交
渉
？
］

　

今
回
ご
紹
介
す
る
最
後
の
相
談
は
、﹁
中
古
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室
を
購
入
予
定
。劣
化
状
況
を
現
地
相
談
で

確
認
し
て
も
ら
え
る
か
？
ま
た
、売
り
主
の
不
動
産
業

者
と
交
渉
し
て
も
ら
え
る
か
？
﹂と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。建
築
士
が
、中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
に
購
入
前
に
確

認
に
行
く
こ
と
は
通
常
業
務
で
、何
ら
問
題
な
い
と
思

い
ま
す
が
、販
売
会
社
と
の
交
渉
は
原
則
と
し
て
で
き

ま
せ
ん
。い
わ
ゆ
る
非
弁
行
為︵
弁
護
士
法
七
二
条
︶に

抵
触
す
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。弁
護
士
法
に
は
、報

酬
を
得
る
目
的
で
法
律
事
件
に
関
し
て
代
理・仲
裁・

和
解
や
当
事
者
間
の
売
買・交
渉
な
ど
の
と
り
も
ち

︵
周
旋
︶を
弁
護
士
以
外
が
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま

す
。意
図
的
に
周
旋
を
す
る
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す

が
、依
頼
者
の
こ
と
を
考
え
る
あ
ま
り
行
き
過
ぎ
て
し

ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

七
月
二
十
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
〇
名　

監
事
二
名

︵
１
︶
六
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
七
、八
六
八
、

〇
〇
一
円
、支
出
一
五
、九
七
三
、四
五
六
円
、差
引
△
八
、

一
〇
五
、四
五
五
円
で
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は

三
二
、四
二
〇
、三
二
二
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
部
会
運
営
規
定
改
正

部
会
委
員
の
登
録
条
件
を
会
員
・
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
者
・

イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
登
録
者
・
耐
震
改
修
講
習
及
び

省
エ
ネ
講
習
修
了
者
で
あ
る
要
件
を
全
て
満
足
し

て
い
る
こ
と
と
し
、
他
の
条
項
の
精
査
も
含
め
て

改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
二
級
建
築
士
部
会
の
設
置

一
級
と
の
格
差
は
な
く
、
二
級
資
格
者
に
も
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
い
る
の
で
、
特
化
し
た
研
修
活
動
が

で
き
れ
ば
よ
い
。
若
年
層
、
住
宅
を
中
心
と
し
た

女
性
層
、
一
級
を
目
指
す
層
を
視
野
に
入
れ
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
に
な
る
。
等
の
意
見
交
換

の
結
果
、
二
級
建
築
士
部
会
を
研
修
委
員
会
の
教

育
分
科
会
に
設
置
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
４
︶
建
築
士
受
験
実
務
経
験
要
件
の
改
正
意
見

日
本
建
築
士
会
連
合
会
か
ら
全
国
単
位
会
に
意
見

集
約
の
要
請
が
あ
り
、
現
行
に
改
正
さ
れ
る
以
前

の
要
件
に
戻
す
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
現

行
は
実
務
に
絞
っ
た
要
件
に
な
っ
て
お
り
、
行
政

や
教
育
な
ど
に
係
る
建
築
業
務
が
受
験
資
格
上
疎

か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。

役
員
や
関
係
委
員
に
意
見
を
募
り
、
運
営
で
回
答

意
見
を
精
査
し
て
連
合
会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

︵
５
︶﹁
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪
基
金
﹂
へ
寄
附

東
大
阪
市
と
の
関
係
性
及
び
公
共
的
な
地
域
活
性

化
に
協
力
す
る
趣
旨
を
理
解
し
て
、
五
万
円
を
寄

附
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

難
波
の
御
堂
筋
通
り
沿
い
に
は
近
年
ま
で
村
野
藤

吾
氏
が
設
計
し
た
旧
大
阪
新
歌
舞
伎
座
が
存
在
し
た

が
、現
在
は
解
体
を
経
て
新
た
な
ビ
ル
が
建
築
中
だ
。

消
え
ゆ
く
村
野
建
築
に
あ
っ
て
、今
回
取
り
上
げ
る
フ
ジ

カ
ワ
画
廊︵
現・フ
ジ
カ
ワ
ビ
ル
︶は
ま
だ
ま
だ
健
在
だ
。

　
こ
の
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
フ
ジ
カ
ワ
画
廊
は
、
終

戦
間
も
な
い
昭
和
二
二
年
︵
一
九
四
七
年
︶
に
設
立

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
市
東
区
︵
現
・
中
央
区
︶

瓦
町
に
画
廊
が
入
る
ビ
ル
の
設
計
を
村
野
・
森
建
築

事
務
所
が
担
い
、建
築
工
事
は
大
成
建
設
が
請
け
負
っ

た
。
建
物
規
模
は
地
下
一
階
・
地
上
五
階
建
て
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
日
本
が
戦
後
復
興
を
本
格
的

に
迎
え
る
昭
和
二
八
年︵
一
九
五
三
年
︶に
竣
工
し
た
。

　

堺
筋
の
東
側
に
面
し
て
建
つ
こ
の
ビ
ル
の
間
口
は
狭
小

で
は
あ
る
が
、フ
ァ
ザ
ー
ド
の
特
徴
で
も
あ
る
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ

ク
と
す
べ
り
出
し
窓
の
構
成
に
よ
り
、内
部
空
間
は
と
て

も
明
る
い
。ま
た
、ベ
ラ
ン
ダ
の
手
摺
子
に
は
、手
の
込
ん
だ

ディ
テ
ー
ル
が
与
え
ら
れ
、観
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

現
在
は
一
階
及
び
二
階
に
は
楽
器
店
が
入
居
し
、

元
々
一
階
に
あ
っ
た
画
廊
は
三
階
に
移
っ
た
。
多

様
な
入
居
者
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
フ
ジ
カ
ワ
ビ

ル
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
歳
を
重
ね
て
頂
き
た
い
。
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KUZUHA MALL　株式会社竹中工務店

　『KUZUHA MALL』は、京阪樟葉駅前に位置し、建築主である京
阪電鉄の『もっと誇れるくずはへ』を開発コンセプトに、2005年の１期
に続き、2014年に２期が完成し、延床面積200,000㎡を超える関西
でも屈指の商業施設となった。
　駅前広場に面するこの施設は、街のランドマークとして、人々に親し
まれている。
　道路を挟む２つの敷地に建つこの施設には、1972年にこの街の開
発と共に生まれた「旧くずはモール」の記憶を残すオープンな飲食ゾー
ンや、利用者の安全性に配慮し、幅を拡張したウェーブするテント膜屋
根を持つ「歩道橋」の計画も含まれている。
　『KUZUHA MALL』は、街の歴史・成熟と共に成長し、発展してきた。
　デザイン的には、街のスケールに合わせ、極力ヒューマンなスケール
に分節化すると共に、アースカラーを基調に、周辺と調和した外観を創
造した。ファサードには、本館では緩やかに円弧を描くガラスカーテン
ウォールや、木目調の縦ルーバーが、駅前広場を囲み、また南館ではメ
インストリート沿いに、景観条例を遵守する範囲でカラフルなテント膜を
用い、街に対し、昼夜を問わず賑わいを演出している。この駐車場部分
を隠すテント膜は、消防活動上切断が可能であり、景観にも優しく楽し
さを醸し出す、画期的なファサード表現を生み出している。
撮影：株式会社竹中工務店  第35回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
納見　聡（のうみ さとし）
1963年  兵庫県生まれ
1985年  東北大学卒業
1987年  東北大学大学院卒業
1987年～  竹中工務店大阪本店
　　　　　 現在、設計部第7部門副部長

■建物データ
建 築 主：京阪電気鉄道株式会社
総合監修：株式会社東畑建築事務所
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府枚方市楠葉花園町15-1
用　　途：商業施設
構造規模：S造  地上６階
敷地面積：62,444.97㎡
建築面積：49,844.55㎡
延床面積：204,452.53㎡


